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【主な研究成果】
　Coを含むMgYCoX合金液体急冷リボンをMRCにて作成、その加熱時の組織形成過程について放射光によるSWAXSその場測定実験により検討するとともに、CoのNiによる部分置換効果について検討を行った。SWAXS計測でNi濃度の高い試料については１８R-LPSO構造に特徴的な小角ピークが出現することを確認するとともに、EXAFS並びに第一原理計算により、クラスター構造とその安定性を考察した。この成果はJ.AlloysCompdsに掲載された。
 さらにNi/Co比をCoRich側の組成にした場合の加熱時の組織変化を検討した結果、金属間化合物相
形成によるCoの枯渇によってLPSO形成が阻害されることが判明した。
　一方MgYZｎ希薄合金については、超徐冷試料からほぼ単結晶部分のみからなる試料を切り出し、小角散乱トモグラフィー法を適用することによって、試料内部の不均一な溶質分布状態によって有機されるＬＰＳＯ構造組織の不均一な分布状態の評価をおこなった。　ＳＡＸＳトモグラフィー法により試料内部の２０μｍボクセルごとに対する小角散乱強度を算出することにより、試料内部の各位置での平均組成に対応してLPSO構造における偏析層内のL12クラスター面内最近接距離変化していることが明らかとなった。
【今後の展望】
　本研究代表者は定年となったが、本研究用に作成した装置の引継ぎ利用の希望者も存在するため、今後も関連研究テーマでの研究は継続されるものと期待される。
【具体的な成果】
　●論文　J.Oishi et al.,J.Alloy　Compds,１０２２（２０２５）１７９７８０．
　●学会発表 大石純乃介他、軽金属学会秋季大会（2025.11）群馬大、　大石純乃介他、放射光学会年会（２０２５．１、つくば）
　●受賞　中島潤　他、軽金属学会関西支部研究発表会　ポスター賞
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